
｜日野町｜
まちのたから

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
の

積
み
重
ね
を
大
切
に

𠮷
川
茂
さ
ん

東
桜
谷
地
区
で
は
平
成
１７
年
４

月
に
地
域
防
災
の
取
り
組
み
の
た

め
、地
元
の
現
役・Ｏ
Ｂ
の
消
防
団

員
を
中
心
に
東
桜
谷
ぼ
う
さ
い
会

議
を
、そ
の
後
、防
犯
活
動
の
取
り

組
み
も
開
始
さ
れ
、東
桜
谷
地
区

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
当
時
か
ら
活
動
さ
れ
、現

在
も
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
吉
川
さ
ん
。防
犯
の
活
動
は「
続

け
る
こ
と
が
大
事
」と
話
さ
れ
ま
す
。

「
地
域
の
区
長
さ
ん
や
学
校
関
係

者
に
も
協
議
会
に
入
っ
て
も
ら
い
、

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
活

動
内
容
等
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し

た
。防
犯
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
の

積
み
重
ね
で
す
。表
彰
を
い
た
だ
き
、

派
手
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、小
さ

な
こ
と
で
も
や
っ
て
い
た
ら
見
て
く

れ
て
い
る
人
は
見
て
く
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
今
ま
で
の
活
動
を
積
み
重
ね
、次

の
人
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
で
す
」

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
安
心・安
全
の
た
め

竹
村
一
男
さ
ん

竹
村
さ
ん
は
今
年
で
少
年
補

導
員
８
年
目
に
な
ら
れ
ま
す
。「
子

ど
も
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
な
い
の

で
、こ
の
活
動
を
し
て
い
て
よ
か
っ

た
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。パ
ト

ロ
ー
ル
の
他
に
、防
犯
等
の
ペ
ー

プ
サ
ー
ト（
紙
人
形
劇
）を
作
成
し

て
、小・中
学
校
や
幼
稚
園
で
上
演

し
て
お
ら
れ
、「
身
近
で
直
接
ふ
れ

あ
い
、会
話
が
で
き
る
よ
う
な
距

離
で
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」と

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
少
年
補
導
員
の
活
動
目
的
は

＂
子
ど
も
達
を
正
し
い
方
向
に
導

く
こ
と
＂」と
竹
村
さ
ん
。「
子
ど
も

の
安
心
の
た
め
、活
動
し
て
い
き
た

い
。そ
の
た
め
に
は
、家
庭・学
校・

地
域
社
会
が
協
力
し
て
子
ど
も
達

を
大
事
に
育
て
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。ま
た
、い
ろ
い
ろ
な
方
に
少

年
補
導
員
を
経
験
し
て
い
た
だ
い

て
、活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
」と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
月
３０
日（
土
）に
行
な
わ
れ
た
「
な
く
そ
う
犯
罪
」
滋
賀
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
県
民
大
会
で
、𠮷
川
茂
さ
ん
が「
な
く
そ
う
犯
罪
」
滋
賀
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
実
践
県
民
会
議
会
長（
滋
賀
県
知
事
）表
彰
を
、竹
村
一
男
さ
ん
が
滋

賀
県
警
察
本
部
長･

滋
賀
県
少
年
補
導
員
会
連
絡
協
議
会
長
連
名
表
彰
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

なくそう犯罪
竹
たけむら

村 一
か ず お

男さん（鎌掛2区） 吉
よしかわ

川 茂
しげる

さん（中之郷）

平成28年度も住民の皆さんから、まちづくりへのアイデア・
メッセージをいただきました。１年間の集計結果をお知らせし
ます。昨年度、住民の皆さんから寄せられたはがき、封書は
29通、いただいたアイデア・メッセージの件数は65件でした。

内容は、町営バスの運行や福祉の充実等、暮らしに関する
ご意見をはじめ、教育に関するご意見や広報ひのに関するご
意見等をお寄せいただきました。

主な内容 件数
福祉・医療・介護・保険 福祉・介護サービスなど １４

暮らし・まちづくり 町 営 バス、空き地・空き
家、ごみなど ３１

道路・河川・上下水道・農業 日野菜振興、除雪、街灯など ５
教育・文化 公民館、学校教育など ９
その他 広報ひのなど ６

住みよいまちづくりへの提案　アイデア＆メッセージ　1年間のまとめ

いただいたご意見を紹介します
 意見要旨  日野町の空き家の情報がほし
いです。

 回答  町では町内の空き家の有効活用
と定住促進による地域の活性化を図るた
め、空き家情報登録制度を創設しました。

この制度は、空き家の賃貸・売却を希
望する方（空き家所有者）から申し込みを
受けた情報を、空き家の利用を希望する
方（空き家利用希望者）に紹介するもの
で、登録が必要となります。

現在登録されている物件や詳細について
は日野町のホームページにある「空き家情報
登録制度」のページでご確認いただけます。

問い合わせ先 ◆ 企画振興課 秘書広報担当 ☎0748-52-6550
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問い合わせ先 ◆ 教育委員会事務局 学校教育課 ☎0748-52-6564

ひのっこだより

日野町内の幼稚園や小・中学校での子ども達の様子や
特色ある取り組みの内容を紹介していきます。

現在、児童数は７６名です。小規模校のよさを生かして、年間を通じて異年齢の縦割り活動や幼稚園との
交流活動に取り組んでいます。また、地域のご協力のおかげで、稲作体験や干し柿作り、炭焼き、日野祭の
お囃

は や し
子体験など、西大路の自然や文化、歴史を生かした、特色ある体験活動を実践しています。

創立明治６年、今年で１４４年目を迎えた日野小学校。
近江日野商人発祥の地にある、学校の校庭には「創造・進取」の石碑があります。

全校児童数は５５８名と、日野町内の小学生の半数近くを占めている小学校です。
標記の学校教育目標のもと、「かしこく 明るく たくましく」をめざす子ども像

に掲げ、教職員がひとつとなり、子どもの教育に取り組んでいます。

西大路小学校 学びいっぱい（知） やさしさいっぱい（徳） 元気いっぱい（体）
学校教育目標

←６年生と１年生の
　さつまいも栽培

←綿向山の
　頂上にて

←４年生の
　福祉体験コーナー

ミニ遠足や運動会の全校リレーなど、
他の学校にはない異年齢での活動がた
くさんあります。

低学年は憧れの気持ちで高学年を見
ています。高学年はチームをまとめる大
変さに悩むこともありますが、その分、や
り遂げたときの喜びは大きいようです。

縦割り活動

●めあてを持って学習する子
●書くことが好きな子
●よく考えて説明できる子

学習の基本や規律をしっかり教え、意
欲を持って仲間とともに学び、基礎・基
本を身に付けられる学習を展開します。

かしこく
●いじめを許さない子
●人権を大切にする子　

人の気持ちを大切にして人権意識
を高め、いじめや差別を許さない学級、
学校集団、自尊感情の高い子に育て
ます。

明るく
●運動が好きな子
●最後まで力いっぱいチャレンジする子

体力の向上をめざし、水・金曜日に
「健やかタイム」の時間を設け、走・
跳・投の技能や柔軟性が高まるよう全
校で取り組んでいます。

たくましく

11月10日は「綿向山の日」です。この
日に毎年、全校縦割りで登山に出かけ
ています。

高学年が低学年を思いやり、手を引
いたり荷物を持ってあげたりしながら、
みんなで励まし合って頂上まで登ります。
頂上で食べるおにぎりの味は格別です。

全校綿向山登山
「日野町地域ふれあいＤＡＹ」にあわせ

て、生活科や総合的な学習の時間の学
習の成果を発表します。自分たちの力で
計画し協力してやり抜くことや「相手意
識」をもって自分の言葉で話すことを大
事にしています。毎年、多くの保護者や
地域の方が見に来てくださいます。

西大路学習フェスタ

↑主体的・対話的で
　深い学び

↑全校縦割り遊び ↑健やかタイム 「走」↑全校ノート展 ↑友情年賀はがき
　投函

↑健やかタイム 「柔」

日野小学校 自ら学び、心豊かに たくましく生きようとする子ども
学校教育目標
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